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＜学校教育目標＞ 

さわやかに、かしこく、たくましく未来を拓く見初っ子の育成 

宇部市立見初小学校 

令和３年１月２５日 希望の鐘 児童数   
９７人  

(1/25現在) 

◎ 見初っ子宣言 ◎   

みんなで思い合い、  

めざせ笑顔１００％  

いじめ０％  

進取労作 

質実剛健 

醇風美俗 

校 訓 
（昭和５年制定） 
 

☆ だまってすみずみまで掃除を
しよう！ 

☆ 一人ひとりがふわふわ言葉を

使おう 

☆ 自分から元気にあいさつをし

よう 

チャレンジ目標【２０２０年度】 

特色ある学校づくり 

「見初小学校はどんな学校ですか？」 

町中にあるけれども、虫採りや自然観察のできる花と緑が豊かな学校。小規模校のよさ

を生かした家庭的な雰囲気の中で学習ができる学校。地域との結びつきが強い学校。いろ

いろありますが、近年では「彫刻教育」に取り組んできた学校でもあります。 

 宇部市は彫刻の町として知られていますが、本校では、市の取組を推進している「宇部

市ＵＢＥビエンナーレ推進課」の協力のもと、造形鑑賞や見初小子どもビエンナーレの開

催、第２８回ＵＢＥビエンナーレ作品の音声ガイドづくり等、様々な取組が行われてきま

した。その成果としては子どもたちの図画工作科の作品が発想豊かでおもしろいものが多

いように感じています。 

 さて、今年度はここまで十分な活動はできませんでしたが、６年生が卒業制作を行うに

あたり、ＵＢＥビエンナーレ推進課からの提案もあり、山口県出身の彫刻家 武田充生（た

けだみつお）先生のご指導をいただけることになりました。 

 こうした日本各地で活躍をされている芸術家の方から、集中的に指導を受けることがで

きることは、多感な小学校高学年の感性を研くよい機会であると捉えています。 

何ができてくるのかは、お楽しみです。 

 

 

平成３０年度子どもビエンナーレ 令和元年度音声ガイドづくり 

https://ubebiennale.com/audioguide2019 

令和２年度は、彫刻家 武田先生と卒業制作を予定しています。 


